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福
島
第
一
原
子
力

　

発
電
所
の
事
故

ɹ東ژ電力ϗールσΟンάス（ג）福島第一原子力発電所はɺ
2011年3月11日にى た͖東北地方太平洋沖地震によるڧい༳
れと௡೾のたΊɺ所内す΂ての電源を૕失ɻ
ɹ原子炉を「冷΍す」というもͬ とも大੾な機能を失くした͜ とによ
Γɺ1ʙ3号機の燃料๮が溶けてਫૉ爆発౳が発生しɺ放射性
物質が環境に放出されてしまいましたɻ

注…原子炉格納容器の圧力を大気へ逃がす操作

事ނͷ֓ཁ

1 号 機 2 号 機 3 号 機 4 号 機

地震発生時

燃料溶融

循環注水冷却装置により冷却中

定期検査停止中

建屋等の状況
圧力抑制室等の
損壊状況不明

炉心の状況
炉心の冷却

廃止年月日

圧力容器底部温度
（2022年12月21日現在時点） 17.1℃～18.3℃

2012年4月19日 2012年4月19日 2012年4月19日 2012年4月19日

ー26.2℃～27.4℃ 21.4℃～21.6℃

運転中

2011年3月12日
水素爆発（推測）建屋損壊

2011年3月14日
水素爆発（推測）建屋損壊

2011年3月15日
水素爆発（推測）建屋損壊

2014年12月22日
使用済燃料プールからの
燃料の取り出しがすべて完了

2021年2月28日
使用済燃料プールからの
燃料の取り出しがすべて完了

（参考）資源エネルギー庁 廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合／事務局会議（第109回）（2022年12月22日）資料
　　　「東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）」
　　　「福島第一原子力発電所　プラント関連パラメータ」

設備損壊を受けた主要原子炉

事故の概要

注…原子炉格納容器にたまった蒸気を排気筒へ抜く操作

地震発生（震度6強）
●運転中の各原子炉は
　自動停止。
●送電線の鉄塔倒壊などにより
　外部電源を喪失。

地震発生（震度6強）
●非常用ディーゼル発電機が起
動したものの、津波により非常
用ディーゼル発電機や配電盤
が冠水。

津波発生（遡上高14 m～15 m）
●原子炉の冷却機能が喪失した
ため核燃料の溶融が発生。ベン
ト操作注の遅れによる水素爆発
のため原子炉建屋などが損壊。

全電源喪失

注水注水 注水

建屋カバー 使用済燃料プール

原子炉
格納容器

原子炉
圧力容器

燃料
デブリ

燃料取出し用カバーブローアウトパネル

壁
水
遮
土
凍

1号機 2号機 3号機 4号機

原子炉建屋

注水注水 注水

使用済燃料
　　プール

原子炉
格納容器
原子炉
圧力容器
燃料
デブリ

陸
側
遮
水
壁

1号機 2号機 3号機 4号機

取り出し完了燃料（体）
1535/1535

615体392体

ドーム屋根
燃料取り出し用カバー

燃料取扱機
クレーン

前室
取り出し完了燃料（体）
566/566

（2021/2/28燃料取り出し完了）
（2014/12/22燃料取り出し完了）

燃料溶融 燃料溶融 燃料溶融

遮
へ
い
体

FHMガーダ
オペレーティング
フロア

養生
バッグ

ペ
デ
ス
タ
ル

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　チ
ェ
ン
バ

仮
設
構
台
設
置
中

構
台
基
礎
設
置
中

遮へい体

水素爆発
水素爆発 水素爆発

ઃඋଛյΛड͚ͨओཁ原子࿍ͷࡏݱͷঢ়گ

原子࿍ݐ԰

● 運転中の各原子炉は自動停止。
● 送電線の鉄塔倒壊などにより外部電源を
喪失。

地震発生（震度6強）

● 非常用ディーゼル発電機が起動したもの
の、津波により非常用ディーゼル発電機や
配電盤が冠水。

津波発生（遡上高14m〜15m）

● 原子炉の冷却機能が喪失したため核燃料
の溶融が発生。ベント操作注の遅れによる
水素爆発のため原子炉建屋などが損壊。

全電源喪失
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原
子
力
発
電
所
の
規
制
基
準
の
強
化

ɹࠃ（原子力規੍ҕһձ）（⾣P.40）がܾΊた新規੍ج४はɺ͜
れまでとൺ΂てシϏアアΫシσント（過ࠅ事故）๷ࢭの規੍がڧ化
されるとಉ時にɺສ一シϏアアΫシσント΍ςϩが発生した৔߹に
対処するたΊのج४が新設されていますɻ
ओな新設・ڧ化఺はɺ

〈過酷事故対策〉
・໔震機能౳を࣋つٸۓ時対ࡦ所の設ஔ
・ 事故時に原子炉を冷却する電源 ・ंҠ動ࣜ大༰量ϙンϓं౳
の配備

ࡦ機িಥなͲςϩへの対ۭߤ・

〈設計基準の見直し〉
ࢭې԰なͲの設ஔݐ断૚のਅ上への原子炉׆・
४௡೾として想定جの௡೾をڃ大࠷・
・地震・௡೾・火ࢁ・৿ྛ火災なͲの安全対ࡦ

原子力発電所の安全をकるたΊʹ、
国は৽しいج੍ن४をͭ ͬ͘ て
৹ࠪをߦ てͬいます。

ࣗવݱ象に対するྀߟ

火災に対するྀߟ

電源の৴པ性

のͦଞの設備の性能

଱震・଱௡೾性能

ҙਤతͳػۭߤিಥ
΁ͷରԠ

์ࣹੑ෺࣭ͷ֦ࢄ཈੍ରࡦ
֨ೲ༰ഁثଛ๷ࢭରࡦ
࿍৺ଛই๷ࢭରࡦ

ʢෳ਺ͷثػͷނোΛ૝ఆʣ

಺෦ᷓਫʹର͢Δྀߟ
ʢ৽ઃʣ

ࣗવݱ৅ʹର͢Δྀߟ
ʢՐࢁɾཽ Λ৽ઃʣࡂɾ৿ྛՐר

Րࡂʹର͢Δྀߟ

ͷ৴པੑݯి

ͦͷଞͷઃඋͷੑೳ

଱਒ɾ଱௡೾ੑೳ

ैདྷͷج੍ن४ͱ
৽ج੍ن४ͱͷൺֱ

〈従来の規制基準〉

〈新規制基準〉

（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
）

新
設
　
　
　
　

（
テ
ロ
対
策
）

新
設

強
化
又
は
新
設

強
化

出典：原子力規੍ҕһձʗ原子力規੍ி「実༻発電༻原子炉ٴび֩燃料施設౳に
  係る新規੍ج४について」（2016年2月更新）
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（単一の機器の故োを想定しても
炉心損傷にࢸΒない͜ とを確ೝ）
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県
が
安
全
対
策
の
た
め
に
し
て
い
る
こ
と

原子力҆શڠఆ
ɹݝは関係ࢢொଜとともにɺ東ւ・大洗地区の原子力事業所
（2022年 月̐̍ 日̓̍ࡏݱ 事業所）と「原子力施設पลの安全
確อٴび環境อ全に関するڠ定」（ҎԼ「原子力安全ڠ定」と
いうɻ）をక݁するなͲしてɺ原子力施設の運転状گの೺Ѳ౳を
ߦ てͬいますɻ

原子力のڀݚ、։発ٴͼར用ʹڙするࢪઃの安
全੍نは、๏཯上国͕Ұݩతʹ͏ߦ こͱͱさΕてい
ます͕、ݝͱしても஍Ҭॅຽの安全を֬อするたΊ
ʹ、ඞ要なࡦࢪを͡ߨ ています。

〈原子力安全協定の主な内容〉
˔ 原子力施設पลの安全確อをす΂てに༏ઌさͤ る͜ と
˔ 原子力施設の新૿設౳の計ը΍ഇࢭાஔ計ըについてはɺ
ொଜのྃղ౳がඞ要な͜ࢢࡏ所・ݝ と

˔ 原子力施設の運転౳のఀࢭɺ運転౳の方法のվળ౳ɺ安全
確อのたΊにඞ要なાஔをɺݝ・所ࢢࡏொଜがࠃをܦ༝する͜
となく事業者に対し௚઀ٻΊΒれる͜ と

˔ ഉ気ɺഉਫதの放射性物質のೱ度はもとよΓɺ放出量につい
てもऔΓܾ Ίた管理の໨ඪ஋をकる͜ と

ொଜのཱೖௐࠪがで͖ࢢொଜとྡ઀ࢢࡏ所・ݝ ˔ る͜ と
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施 設 ໊ ॴ ࡏ ஍

 研究開発法人日本原子力研究開発機構 原子力Պֶ研究所ཱࠃ❶ 東ւଜന方 2-4

 研究所ֶ޻研究開発法人日本原子力研究開発機構 ֩燃料αイΫルཱࠃ❷ 東ւଜଜদ 4-33ɹ

❸日本原子力発電ࣜגձࣾ東ւ発電所ʗ東ւ第二発電所  東ւଜന方 1-1

 研究開発法人日本原子力研究開発機構 大洗研究所ཱࠃ❹ 大洗ொ成ాொ 4002

❺.)*原子力研究開発ࣜגձࣾ  東ւଜसੴ઒ 622-12 

 ߈系研究Պ原子力ઐֶ޻大ֶ大ֶӃژ大ֶ法人東ཱࠃ❻ 東ւଜന方 2-22 

❼原子燃料޻業ࣜגձࣾ東ւ事業所  東ւଜଜদ 3135-41 

❽公ӹ財団法人֩物質管理センター東ւอোાஔセンター 東ւଜന方 2-53 

 ձࣾࣜגඛ原子燃料ࡾ❾ 東ւଜसੴ઒ 622-1 

�日本֩燃料開発ࣜגձࣾ  大洗ொ成ాொ 2163 

 ձࣾジェー・シー・オー東ւ事業所ࣜג� 東ւଜੴਆ外॓ 2600 

�日本র射αーϏスࣜגձࣾ 東ւセンター  東ւଜੴਆ外॓ 2600 

�ੵਫメσΟカルࣜגձࣾ૑ༀࢧԉセンター  東ւଜଜদ 2117 

 ձࣾエネルギー事業センターࣜגඛマςリアルࡾ�
ಹՑエネルギー開発研究所  ಹՑࢁ޲ࢢ 1002-14  

研究開発法人量子Պֶٕज़研究開発機構 ಹՑ研究所ཱࠃ� ಹՑࢁ޲ࢢ 801-1 

大ֶ法人東北大ֶۚଐ材料研究所ෟଐཱࠃ�
量子エネルギー材料Պֶࠃ際研究センター  大洗ொ成ాொ 2145-2 

�日شϗールσΟンάスࣜגձٕࣾज़研究所  大洗ொ成ాொ 2205 10km
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原子力҆શڠఆక݁事ۀॴҰཡ
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１　平常時立入調査
ɹ原子力施設における事故・故ো౳発生の未વ๷ࢭなͲを໨的にɺ原子力安全ڠ定を
క し݁ている全原子力事業所を対象に平常時ཱೖௐࠪをߦ てͬいますɻ
ɹ͜の平常時ཱೖௐࠪではɺ事故・故ো౳に係る࠶発๷ࢭ対ࡦ΍施設の安全管理状گ
なͲについてɺݝと関係ࢢொଜが確ೝをߦ てͬいますɻ

２　通報連絡訓練
ɹ原子力施設において事故・故ো౳が発生した৔߹のਝ଎な௨ใ連བྷ΍的確なॳظ対
Ԡ体੍の確อを図る͜ とを໨的にɺ原子力安全ڠ定をక し݁ている全原子力事業所を対
象にɺൈ͖ଧͪによる௨ใ連བྷ܇࿅をߦ てͬいますɻ
ɹ͜の௨ใ連བྷ܇࿅はɺ܇࿅日時なͲを事前に஌Βͤ ͣɺൈ͖ଧͪで実施する実ફ的な
࿅ですɻ܇
ɹݝɺ関係ࢢொଜɺ࡯ܯɺ関係ফ๷本෦なͲがࢀՃ・ڠ力して実施していますɻ

۩ମతʹはҎԼのこͱをߦ てͬいます。
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３　原子力審議会・原子力安全対策委員会
˔原子力৹ٞձ
ɹֶࣝݧܦ者΍地域の୅表者のҙݟを原子力ߦ੓に൓өするたΊɺٞݝձٞһɺ関
係ࢢொଜ௕ɺֶ 原子力৹ٞձを設ஔしていますɻݝ者なͲで構成するҵ৓ݧܦࣝ
ɹ͜の原子力৹ٞձではɺ原子力施ࡦのج本方਑ɺ原子力の開発ٴびར༻ଅਐɺ放
射線ো֐の๷ࢭ対ࡦの৹ٞなͲをしていますɻ

˔原子力安全対ࡦҕһձ
ɹ原子力安全ߦ੓上のॾ՝୊に関してɺٕ ज़的・ઐ໳的なॿݴをಘるたΊɺ原子炉ɺ
֩燃料ɺ放射線ҩֶɺ地震ɺ௡೾なͲのֶࣝݧܦ者で構成するҵ৓ݝ安全対ࡦҕһ
ձを設ஔしていますɻ
ɹ͜の原子力安全対ࡦҕһձではɺ原子力施設पลの環境安全ɺ原子力施設の安
全性なͲをௐࠪݕ౼していますɻ

ɹ福島第一原子力発電所事故の܇ڭに͖ͮجɺಠ しཱた規੍機関としてɺ2012年9月に原
子力規੍ҕһձが発଍しɺ新規੍ج४へのద߹性の৹ࠪ౳をߦ てͬいますɻ
ɹ原子力規੍ҕһձはɺઐ໳的な஌ݟにج くͮதཱ公平なཱ৔ Β͔原子力の安全規੍に
関する業຿を一ݩ的に୲うߦ੓機関ですɻҕһ௕と4名のҕһ Β͔構成されていますɻ

˔ओͳ໾ׂ
ɽ̍ɹ原子力施設の安全規੍
ɽ̎ɹ放射線ো֐๷ࢭに関する規੍
ɽ̏ɹ 福島第一原子力発電所事故に 

関わるऔ૊Έ

ɽ̐ɹ原子力๷災対ࡦのਪਐ
ɽ̑ɹ放射性物質の๷ޢ
ɽ̒ɹ環境放射線のϞχタリンάɹɹɹなͲ

国における安全規制
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〈主な測定・監視活動〉
˔ Ӎਫɺۭ 気தの Γͪɺ౔ɺ໺ࡊɺڇೕɺւਫɺڕなͲの「環境ࢼ
料」を࠾औしɺ分ੳするɻ

˔原子力施設 Β͔出るഉ気・ഉਫதの放射能をଌるɻ
˔高所（地上80Nʙ140N）の気象をଌるɻ
˔Ϟχタリンάカーでݝ内֤地の放射線をଌるɻ
）線量ࢉ内の໿90ϱ所でੵݝ ˔ る͋一定ظ間の放射線の量の
߹計）をଌるɻ

内の79ϱ所の放射線ଌ定局（⾣P.42）でۭ間放射線量率ݝ ˔
を24時間ଌるɻ

ଌ定・分ੳするɻ・ࢹセンターで؂ࢹ環境放射線؂ݝ˔
˔ ଌ たͬ݁Ռをݝ内19の表ࣔ局΍インターネοトで
ɹいつでも表ࣔするɻ
ɹ（IUUQ�//XXX.IPVTIBTFO-QSFG-JCBSBLJ.KQ/）

放射線のӨڹや放射ೳをௐ΂るたΊ、
のڥでपล؀ہ಺�9ϱ所のଌఆݝ
ҟৗの༗ແを2�࣌ؒࢹ؂しています。

ଌఆ݁ՌΛදࣔ͢Δ
˙放射線දࣔ（ہ��）�ہ

ฏৗ࣌ͷଌఆ・ࢹ؂ମ੍
ۭؒ์ࣹઢΛଌఆ͢Δ
˙��ଌఆہ

औɾ෼ੳ͢Δ࠾ྉΛࢼڥ؀
ॴۀɺ֤原子力事ݝ�˙

ۭؒ์ࣹઢʢΨϯϚઢʣΛଌఆ͢Δ
˙ϞχλϦϯάΧʔ

ഉؾɾഉਫதͷ์ࣹೳΛ
ଌఆ͢Δ
�ഉ֤���ؾ原子力事ۀॴ�
�ഉਫ���֤原子力事ۀॴ・ݝ

৅Λଌఆ͢Δؾॴͷߴ
ہ象ଌఆؾॴߴ˙

�
原電（140N） 

機構大洗（80N）

ɾ෼ੳɾଌఆ͢Δࢹ؂
˙�ҵ৓ڥ؀ݝ放射線�
ηϯλʔࢹ؂

˛ ҵ৓ݝ環境放射線ࢹ؂センター
（ͻたͪ な͔ （ࢢ

ઢྔΛଌఆ͢Δࢉੵ
�ܭ線ྔࢉੵ˙
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（ςϨϝʔλγεςϜࢹ放射線ৗ࣌؂ڥ؀）ͷઃஔ৔ॴہΔଌఆ͢ࢹ放射線Λ؂ڥ؀

೔立γビοク
センター

里美

ेԦ

ฏ和

大প

常陸ಹՑ
ѨࣈέӜ

ү浜
町役場

஍ߥ

ᒣ山

茨城県ࣹ์ڥ؀ઢ
センターࢹ؂

中里
町田

野্
松ฏ

ถٱ
࣊ٱ

ຊถ࡚
ࠜຊ

市役所
ਅٷ

ү部

ӝ࿈
໳部

ίϛϡχςィセンター
城里

ੴ௩

大ڮ

ֹ田
ԣງ市役所

૥ߵ
ੁ୩

高野 ௕࠭
അ౉

和ࠤ

ງޱ

༄୔

大場

Ӝ޿
୩田部

町役場
海࿝୔ 田࡚

Լ൧প

٢୔
常੅ग़ு所

茨城県庁

෵ޥ

Լ郷

୆ޙ

ੴ઒ 市役所

市役所

市役所

市役所

市役所

଄୩
Ѵ総合支所ݎ૔

઒ށ

ଜࡾ

ദݪ ্෌田
ಙ॓

鉾田

大ଂ

௡լ
ଂ઒

ຑ生庁舎

市役所

୔۔

ࡔ

բϲӜ庁舎

բϲӜ

北Ӝ

ᔾপ
大ચ（北）ߏػ
大ચߏػ
��大ચ1ߏػ

大ચ（ೆ）ߏػ

大؏

ଜ役場
೩ݪඛࡾ

सੴ઒सੴ઒

ધ場 ଜ松
ԡԆ

ݚ޻サイクルߏػ
�第ݚՊݪߏػ
"�1.ిݪ
#�1.ిݪ
$�1.ిݪ

%�1.ిݪ
๛Ԭ

ੴਆ
ཹ

๛Ԭ

東海ిݪ
子ྗՊ学館ݪ

ݚՊݪߏػ

東海第二ిݪ

޻೩ݪ
ݚ޻サイクルߏػ

 ۭ 間線量率（Ψンマ線）ଌ定局（ݝ設ஔ）  63局
 ۭ 間線量率（Ψンマ線）ଌ定局（事業所設ஔ） 11局
 ۭ 間線量率（த性子線）ଌ定局（ݝ設ஔ）  7局

（  うͪ Ψンマ線・த性子線ซ設局2局）
 ഉਫଌ定局（事業所設ஔ）  4局
 தԝࢹ؂局（環境放射線ࢹ؂センター）
 表ࣔ局  19局

ொଜ17局ɺ原子力Պֶؗ1局ɺࢢ）
環境放射線ࢹ؂センター1局）
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食
品
の
安
全
基
準
値
の
お
さ
ら
い

ɹ৯඼தの放射性物質のج४஋はɺ「ͣ とͬ৯΂ଓけても安全
な஋」ですɻ安全ج४஋はɺ「一ൠ৯඼」ɺ「ೕࣇ༻৯඼」ɺ「ڇ
ೕ」ɺ「ҿ料ਫ」の4つの৯඼܈に分けて定ΊΒれていますɻ
ɹ「一ൠ৯඼」のج४஋はɺݸʑの৯श׳のҧい౳もߟ しྀɺす
΂てのੈ୅・性ผにおいてɺࠃ際的に安全とߟえΒれているレベ
ル（৯඼ Β͔受ける௥Ճの放射線量が年間1ミリシーベルト）ҎԼ
となるように定ΊΒれていますɻ

たͪࢲ ͕ීஈޱʹする৯඼のج४஋は、
1LH౰たΓ1��ϕΫϨルです。

放射ੑηγ΢Ϝͷج४஋
৯඼܈ ४஋（୯ҐɿϕΫϨϧ�LH）ج

一ൠ৯඼ 100

ೕࣇ༻৯඼   50

ೕڇ   50

ҿྉ水   10

ʮೕࣇ༻৯඼ʯʮڇೕʯͷج४஋
放射線のײ受性が高い可能性が る͋とされる
子Ͳも（⾣P.17）への配ྀ Β͔ಠཱの区分としɺ
「一ൠ৯඼」の൒分の50ベΫレル/LHとなͬ
ていますɻ

ʮҿྉਫʯͷج४஋
୭もがҿΉもので͋ Γɺଞの୅ସҿ料がないた
Ίɺ8)0（ੈ界อ健機構）が しࣔているج४
を౿まえɺ10ベΫレル/LHとなͬ ていますɻ

ʲҿ৯෺ͷઁऔ੍ݶʳ

४஋Ҏ上の放射性物質に汚ج時の環境Ϟχタリンάの݁Ռɺٸۓ
染されているҿ৯物が れ͋ばɺͦの地域の方ʑの れ͜Βҿ৯物のઁ
औを੍限するとともに出ՙࢭېのાஔがとΒれますɻ
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県
の
農
林
水
産
物
は
安
心
で
き
る
?

ɹҵ৓ݝではɺࡏݱɺ年間໿1,500݅のࠪݕを実施していますɻ
一෦のࡊࢁ・͖ の͜ྨ΍ڕհྨ౳を除͖ɺͦ の と́んͲが定ΊΒれ
たج४஋を大෯にԼճ てͬおΓɺ安全性が確ೝされていますɻ
ɹ೶ྛਫ࢈物の放射性物質݁ࠪݕՌ΍出ՙ੍限౳の࠷新৘
ใはɺݝのϗームϖージ౳でも確ೝで͖ ますɻ

「茨城県農林水産物モニタリング情報」（݁ࠪݕՌࡧݕαイト）

http://www.ibaraki-rdtest.jp/

、෺は࢈の೶ྛਫݝ
४஋を௒ج る͑もの͕ྲྀ通するこͱのないΑ͏ 、
国の しࣔたࠪݕのجʹํ͑ߟ きͮ、
安全֬ೝをしͬ かΓߦ てͬいます。

（2011年3月18日ʙ2022年11月30日）

ຊݝʹ͓͚Δ೶ྛਫ࢈෺ͷ放射ੑ෺࣭ࠪݕ਺
඼໨਺ ମ਺ݕ ओͳ඼໨

ྨࠄ �� �
��� ถ（ݰถ）ɺഴྨɺそ͹	ݰそ͹）ɺམՖ生ɺ大౾　等

野ྨࡊ �� �
��� ϗ΢Ϩンι΢ɺパセリɺωΪɺϛζφɺτϚτɺイνΰɺΧンγϣ　等

Ռथྨ �� ��� ΢メɺφγɺブルーϕリーɺブド΢ɺリンΰɺクリ　等

ಛ༻ྛ産物 �� �
��� ໦͠い͚ͨɺ野生きの͜ྨɺタέϊίɺ͜ݪ ͝み　等

ச産物 � ���
��� ೑（શ಄検査෼ؚΉ）ɺಲ೑ɺܲڇೕɺݪ ೑ɺܲ ཛɺഅ೑

հྨڕ ��� ��
��� γラスɺΧタクνイϫγɺΧϨイྨɺϠϚτγδϛɺアユ　等

஡ � ��� 生஡༿ɺߥ஡ɺҿ༻஡

農産Ճ޻඼ � �� い΋͠ׯ

水産Ճ޻඼ �� �� γラス͠ׯɺϫΧサΪࣽ͠ׯɺৠ͠μί　等

ܭ ��� ���
���
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事
故
に
備
え
た
防
災
対
策
は
ど
う
な
って
い
る
の
？
①

ɹ原子力施設 と͝にɺ͋ Β͔ じΊ原子力災֐対ࡦを重఺的に実
施する区域（原子力災֐対ࡦ重఺区域）の計ըのࡦ定をਐΊて
いますɻ

ສ͕Ұʹඋ て͑、「޿Ҭආ೉ܭը」、
「԰಺ୀආٴͼආ೉༠ಋܭը」の
。ఆをਐΊていますࡦ

原子力֐ࡂରࡦॏ఺۠Ҭ

地�

区 事ɹۀɹॴ
原子力֐ࡂରࡦॏ఺۠Ҭ

ॏ఺۠ҬΛઃఆ͢Δ
原子力ࢪઃ

ॏ఺۠Ҭ
ͷൣғ

ॴࡏ・ؔ ܎
पลࢢொଜ

東
海
・
那
珂
地
区

೔ຊݪ子ྗൃ （גి）
東海第二ൃి所 ઃࢪ子࿍ݪ༺ిൃ

（1";）
໿�LN
（61;）
໿��LN

東 海 ଜ
水 ށ 市
೔ 立 市
常陸ଠ田市
高 萩 市
笠 間 市
ͻͨͪͳか市
常陸大宮市
ಹ Ց 市
鉾 田 市
茨 城 町
大 ચ 町
城 里 町
大 子 町

։ൃ๏ਓڀݚ立ࠃ
೔ຊݪ子ྗڀݚ։ൃߏػ
所ڀݚ子ྗՊ学ݪ

等༺ڀݚݧࢼ
ઃ（+33��）ࢪ子࿍ݪ

（61;）
໿�LN

東 海 ଜ
೔ 立 市
ͻͨͪͳか市

։ൃ๏ਓڀݚ立ࠃ
೔ຊݪ子ྗڀݚ։ൃߏػ
֩೩ྉサイクル޻学ڀݚ所

ઃࢪॲཧ࠶ （61;）
໿�LN

東 海 ଜ
೔ 立 市
ͻͨͪͳか市

業所ࣄ東海（ג）業޻子೩ྉݪ Ճࢪ޻ઃ （61;）
໿���N 東 海 ଜ

（ג）子೩ྉݪඛࡾ Ճࢪ޻ઃ （61;）
໿�LN

東 海 ଜ
ಹ Ց 市

大
洗
・
鉾
田
地
区

։ൃ๏ਓڀݚ立ࠃ
೔ຊݪ子ྗڀݚ։ൃߏػ
大ચڀݚ所

等༺ڀݚݧࢼ
ઃ（)553）ࢪ子࿍ݪ

（61;）
໿�LN

大 ચ 町
鉾 田 市
水 ށ 市
茨 城 町

等༺ڀݚݧࢼ
ઃ（常ཅ）ࢪ子࿍ݪ

等༺ڀݚݧࢼ
ઃ（+.53）ࢪ子࿍ݪ

原子力ൃిॴ
Δ܎ʹ
原子力֐ࡂରࡦ
ॏ఺۠Ҭ

۠෼ ൣғ

1";
（1SFDBVUJPOBSZ�"DUJPO�;POF）
༧防త防ޢાஔΛ४උ͢る۠Ҭ

͓͓ΉͶ
�LN

61;
（6SHFOU�1SPUFDUJWF�"DUJPO�1MBOOJOH�;POF）
ાஔΛ४උ͢る۠Ҭޢ防ٸۓ

͓͓ΉͶ
�ʙ��LN
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原子力֐ࡂରࡦॏ఺۠Ҭͷൣғ
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๺ҵ৓ࢢ

ࢢഡߴ

೔ཱࢢ

ৗ཮ଠాࢢ

ৗ཮େࢢٶ

৓ཬொ
ಹՑࢢ

ਫࢢށ

খඒࢢۄ
ੴԬࢢ

౔Ӝࢢ ͔͢Έ͕
Β͏ࢢ

๶ాࢢ

ࢢํߦ

ைདྷࢢ

ਆ੘ࢢ

ࢢౢࣛ

ࢢּؒ
ࢢ઒ࡩ

ͭ͘͹ࢢ

ࢢٱڇࢢٱڇ
Ѩݟொ

ඒӜଜ

Ҵෑࢢ

ཾέ࡚ࢢ
Տ಺ொ

རࠜொ

ͭ͘͹
ΈΒ͍ࢢ

ஜ੢ࢢ

ৗ૯ࢢ

क୩ࢢ

औखࢢ

ࢢ౦ࡔ

ொڥ

բொޒ

ࢢՏݹ

݁৓ࢢ

Լࢢ࠺

ീઍ୅ொ

౦ւଜ

ͻͨͪͳ͔ࢢ

େચொେચொ

େࢠொ

ҵ৓ொ

原子೩ྉۀ޻
（Ճ޻ɿ໿���N）

౦ւୈೋൃిॴ
（61;ɿ໿��LN）

౦ւୈೋൃిॴ
（1";ɿ໿�LN）

原子力Պֶڀݚॴ
（+33��ɿ໿�LN）

֩೩ྉαΠΫϧڀݚֶ޻ॴ
（ॲཧɿ໿�LN࠶）

େચڀݚॴ
（ৗཅɿ໿�LN）

େચڀݚॴ
（)553ɿ໿�LN）

େચڀݚॴ
（+.53ɿ໿�LN）

ඛ原子೩ྉࡾ
（Ճ޻ɿ໿�LN）
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事
故
に
備
え
た
防
災
対
策
は
ど
う
な
って
い
る
の
？
②

ສ͕Ұʹඋ て͑、国、ࢢ、ݝொଜ、ؔ ػ܎ ͱؔ
๷ࡂମ੍を֬ しཱ、৘ใऩूやॅຽ΁の
ߦใ౳を͏޿ こͱͱしています。

౷ҰΛਤΓɺࢥ༗ɺҙڞͷ৘ใऀ܎ؔ
ΔͨΊʹɺ͢ࢪ࣮ʹΛਝ଎͔ͭత֬ࡦରԠ࣌ٸۓ

国ɺࣗ ࣏ମ౳ʹΑΔʮ原子力֐ࡂ߹ಉରٞڠࡦձʯΛ૊৫͠·͢ɻ

ձٞڠࡦಉର߹֐ࡂྗࢠݪ

ॅຽ

ࠃ

国
本෦ࡦ地対ݱ

本෦௕
内ֳ෎෭大ਉ

国
原子力災֐対ࡦ本෦

本෦௕
内ֳ૯理大ਉ

ҵ৓ݝ

ݝ
災֐対ࡦ本෦

連བྷһݝ

ொଜࢢ܎ؔ

ொଜࢢ
災֐対ࡦ本෦

ொଜࢢ
連བྷһ

౳ؔػ܎ؔ
ઐ໳త
ԉࢧ

֤機関౳の
೿ݣ要һ

࡯ܯ

ফ๷

ւอ

ࣗӴୂ

日本原子力
研究開発機構

量子Պֶٕज़
研究開発機構

԰内ୀආʗ
ආ難౳ࣔࢦ

被災者のޢٹɺ被ばく線量のଌ定ɺ
放射性物質の除去౳

事故ऩଋʗ
災֐の֦大๷ࢭ౳

৔ݱނࣄ

ϞχλϦϯάηϯλʔ࣌ٸۓ

ҵ৓ྗࢠݪݝΦϑαΠτηϯλʔ

原子力事業者
๷災૊৫
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事故発ੜ࣌ʹ͓ る͚ݝのମ੍ٴͼ৬һ഑උは、
放射ੑ෺࣭౳の放ग़ঢ়گ౳ ΑʹΓఆΊらΕています。

原子力๷܇ࡂ࿅
ɹ原子力災֐に備えた๷災܇࿅を実施しɺ๷災業຿関係者の対Ԡ能力޲上を図 てͬい 
ますɻ

原子力ݱ地災֐対ࡦ本෦܇࿅の༷子

ମ੍۠෼ ഑උج४ ઃஔج४

ռମ੍ܯ
（前഑උࣄ）

第�
΁の༗ҙͳ์ࣹੑ物࣭等の์ग़͕あڥ؀
ΓɺϞχタリングポスτʹ͓いͯɺ空間ઢྔ
཰͕���Ж4W�࣌ະຬのނࣄ・τラブル

ඞཁʹԠͯ͡֐ࡂ৘ใ࿈བྷ୲౰ऀձٞΛ
։࠵

第�
˔�空間ઢྔ཰͕���Ж4W�࣌Ҏ্�Ж4W�࣌
ະຬのނࣄ・τラブル

ଶのൃ生ࣄռܯ�˔

るͱͱ͢࠵৘ใ࿈བྷ୲౰ऀձٞΛ։֐ࡂ
΋ʹɺඞཁʹԠͯ͡ܯ֐ࡂռຊ部Λઃஔ

ඇ常ମ੍

第�
˔�空間ઢྔ཰͕�Ж4W�࣌Ҏ （্�஍఺）の
τラブル・ނࣄ

ଶのൃ生ࣄٸۓઃෑ஍ࢪ�˔
ຊ部Λઃஔࡦର֐ࡂ

第�
˔�空間ઢྔ཰͕�Ж4W�࣌Ҏ （্�஍఺Ҏ্
ຢ͸��෼Ҏ্�஍఺）のނࣄ・τラブル

˔�શ໘ࣄٸۓଶのൃ生
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˞1 ɺͦࣇɺೕ༮ऀ֐ɺোऀྸߴ のଞಛに഑ྀΛཁ る͢ऀΛいいɺ೛්ɺतೕ්ٴͼೕ༮ࣇのอ護ऀ౳Λ含Ήɻ
˞2  1";಺のཁ഑ྀऀの͏ ͪɺආ೉の࣮施に௨ৗҎ্の͕͔࣌ؒ る͔ऀ΍ɺ೛්ɺतೕ්ɺೕ༮ٴࣇͼೕ༮ࣇととも

にආ೉ る͢ඞཁの る͋ऀɺ̓ ఆϤ΢ૉࡎΛ෰༻で͖ ないとҩ͕ࢣ൑அ͠ ͨऀ
˞3 ආ೉ୀҬ࣌ݕ とࠪ͸ɺආ೉ऀのԚછঢ়گΛ֬ೝ るͨ͢ Ίに͏ߦ ݕ ʢࠪ⾣1���ʣ

【
緊
急
時
に
お
け
る
避
難
等
の
流
れ
】

い
ざ
!
と
い
う
時
の
た
め
に

˔事故のਐలに対Ԡして๷ޢાஔをஈ֊的に実施しますɻ

˔ 施設にۙいPA;（⾣P.45ʙ46）͔Βઌにආ難を開 し࢝ɺ

ͦの外ଆの6P;（⾣P.45ʙ46）ではɺまͣ ԰内ୀආしɺ

ۭ間放射線量率のଌ定݁ՌによΓආ難を実施しますɻ

˔要配ྀ者（※1）はૣظに対Ԡを४備しますɻ
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事故౳
の発生 事 故 の ਐ ల

ռ事態ܯ
異常事象の

発生

施設ෑ地
事態ٸۓ
重大事故にࢸる
可能性 Γ͋

全面ٸۓ事態
重大事故が発生ɺ
放射性物質放出の
可能性が高い

放射性
物質
放出ޙ

ආ೉ͷํ๏
PA;

ెา౳ όス౳

όス౳

ࣗՈ༻ं 避
難
所

自
宅
・

職
場
等

学
校
等

一時集߹৔所

6P;

ెา౳ όス౳ όス౳

（԰内ୀආ）

ࣗՈ༻ं ࣗՈ༻ं

避
難
所

職
場
・
学
校
等

自
宅

一時集߹৔所
避
難
退
域
時

検
査
場
所

（※3）

6 

P 

;

P 
A 
;防

護
措
置

施設ෑ地ٸۓ事
態要ආ難者（※2）

のආ難४備
ॅຽ౳のආ難

・施設ෑ地ٸۓ事態
 要ආ難者のආ難
・ॅ ຽ౳のආ難४備

・要配ྀ者（※1）の
 ԰内ୀආ४備
・ॅ ຽ౳の԰内ୀආ४備

・要配ྀ者の԰内
 ୀආɺආ難४備
・ॅ ຽ౳の԰内ୀආ

ۭ間放射線量
率のଌ定݁Ռ
による対Ԡ
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放射性物質放出ޙの๷ޢાஔの実施を൑断するたΊのج४ですɻ
ආ難΍一時Ҡ転実施の൑断のج४はɺʦ0*-1ʧとʦ0*-2ʧですɻ

˞�  ۭ ؒ放射線ྔ཰͕ߴいまͨ ͸ߴ な͘るおͦれの る͋஍఺ Β͔ɺඃ͹ Λ͘௿͢ݮるͨ Ίにɺ͢ Έ΍͔に཭れる͜ とɻ
のආ೉͕ඞཁな৔߹とൺֱ͠てɺۭٸۓ  �˞ ؒ放射線ྔ཰౳͸௿い஍Ҭで͸͋る͕ɺ೔ৗੜ׆Λܧଓͨ͠ ৔߹の

ແ༻のඃ͹ Λ͘௿͢ݮるͨ ΊɺҰఆظ ʢؒ̍िؒఔ౓ʣの͏ ͪに౰֘஍Ҭ Β͔཭れる͜ とɻ

˔ 全面ٸۓ事態（⾣P.49）においてはɺ6P;（⾣P.45

ʙ46）ではɺ原ଇɺ԰内ୀආを実施しますɻ

 ̝た しͩɺ放射性物質放出ޙはɺٸۓ時の放射線Ϟχ

タリンάによるଌ定݁Ռ౳をɺ運༻上のհೖレベル

	0*-
にরΒしɺج४஋を超えた地域はɺࣗ ࣏体౳のࢦ

ࣔにͮجいてɺ一時Ҡ転΍ආ難を実施しますɻ

【
放
射
性
物
質
放
出
後
の
U
P
Z
に
お
け
る
防
護
措
置
】

い
ざ
!
と
い
う
時
の
た
め
に

0*-1֘౰஍Ҭ
ʢආ೉ʣ

0*-2֘౰஍Ҭ
ʢҰ࣌Ҡసʣ

20Ж4W�IҎԼͷ஍Ҭ
ʢ԰಺ୀආʣ

ආ೉ୀҬ࣌ࠪݕ৔ॴͰ
放射ੑ෺࣭ʹΑΔԚછঢ়گΛ֬ೝ

ආ೉ॴ౳

UPZ

※単位のಡΈ方āЖSW�I（マイΫϩシーベルト/時間）

OIL（Operational Intervention Level）:   運用上の介入レベル

屋内退避を継続

1週間程度内に一時移転

1日以内に避難500μSv/h超過

20μSv/h超過

20μSv/h以下

基準 空間放射線量率 防護措置

OIL1

OIL2

ー

（※4）

（※5）

PAZ
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【
情
報
収
集
】

い
ざ
!
と
い
う
時
の
た
め
に

原子力ࢪઃで事故͕起こͬ た৔߹、ݝやࢢொଜか
らඞ要な৘ใ͕఻ ら͑Εますので、
৘ใʹैいྫྷ੩ʹߦಈして͘ さͩい。

す͙ にラジオɺςレϏのスイοチをೖ
れɺਖ਼確な৘ใをつ͔Έましΐうɻ

本෦ࡦ対֐なͲへは災ߍֶ Β͔の৘
ใが伝えΒれますのでɺߍ内放ૹの
にैいましΐうɻࣔࢦ

うわさ΍σマに࿭わされないようにしま
しΐうɻ

๷災ߦ੓ແ線ɺٸۓ଎ใメールɺイ
ンターネοトɺ広ใंなͲ͋ ΒΏるखஈ
を௨じて広ใされますɻ

ࣗ分উखなߦ動はとΒͣɺ新たな৘
ใが出るまで԰内で଴機しましΐうɻ

๷災׆動の๦͛になるので電࿩によ
る໰߹ͤはͻ え͔ましΐうɻ

おとなΓさん・͝ ۙ所さんと৘ใの確
ೝをし͋ いましΐうɻ

ʲ֬ೝ͢΂͖಺༰ʳ
1.  いつɺͲ͜ の施設でɺͲんな͜

とがى た͖の͔
2.  事故の状گとޙࠓの予ଌ
3.  災֐対ࡦ本෦がߨじている

対ࡦ  なͲ

防災無線

テレビ・ラジオ

メール・インターネット
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原子力࣌֐ࡂ、放射ੑϓルʔϜ（放射ੑ෺࣭͕Ӣ
のΑ͏ なかたまΓʹ なͬ たもの）͕ 通աする࣌は、ආ
೉しΑ͏ ͱ԰֎ʹग़るΑΓも、԰಺ୀආ Αʹͬ て放射
ੑ෺࣭をできるͩ ͚ආ た͚ํ͕、ඃ͹͘ ྔをগな͘ す
るこͱ͕ できます。

【
屋
内
退
避
の
効
果
】

い
ざ
!
と
い
う
時
の
た
め
に

˔ ԰内ୀආをߦう͜ とでɺݐ物の気密性とःへいޮՌによ

Γɺ放射線による影響をճආしたΓɺ低ݮさͤ る͜ とがで

ま͖すɻ

原子力災害時のイメージ図（放射性物質放出後）

屋内退避の効果

外部被ばく 内部被ばく
大気中や地表面に沈着している放射性物
質など、体の外から放射線を受けること。

呼吸や食べ物などで放射性物質を取り
込み、体の中から放射線を受けること。

●�建物の気密性により、屋内へ放射性物質の入り込みを防止し、
放射性物質の吸い込みによる「内部被ばく」を低減します。

●�建物の遮へい効果により、屋外の放射性物質からの放射線を
さえぎることで「外部被ばく」を低減します。

屋内退避の
効果

吸入による
内部被ばく

屋外からのγ線等による
外部被ばく

周辺環境中の沈着
核種からのγ線等

放射性プルーム
からのγ線等

木造家屋 75％低減 60％低減 10％低減
コンクリート
造りの建物 95％低減 80％低減 40％低減

出典： 原子力規੍ҕһձ作成「ٸۓ時の被ばく線量ٴび๷ޢાஔの
ޮՌのࢉࢼについて」

放射性プルーム
（放射性物質が雲のようなかたまりになったもの）

放射性物質の沈着 放射性物質の沈着

地表面に沈着した放射性物質からの放射線 放射性物質の摂取

放射性物質の吸入

放射性物質からの放射線
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【
屋
内
退
避
時
の
ポ
イ
ン
ト
】

い
ざ
!
と
い
う
時
の
た
め
に

԰಺ୀආ͕ࣔࢦग़たͱきは、ඃ͹͘ 線ྔをগな͘
するたΊ もʹ、たͩ ͪʹ ԰಺ʹೖΓ、υΞや૭を
全෦ดΊて͘ さͩい。

ʲ԰֎Ͱͷ
಺෦ඃ͹ ͷ͘๷͗ํʳ
˔マスΫをするɻ
 ̝タオル΍ϋンカチなͲをਫ
に Β͵して固くし Γ̈́ɺޱ΍
ඓをおおうɻ

˞ Τアίϯにͭいて͸ɺՈఉ༻のଟ͘ ͸֎ؾΛऔΓࠐまないͨΊ࢖༻で͖ ま͢ ͕ɺ֎ؾΛऔΓࠐΉλΠϓのΤアίϯΛ࢖
༻͠ ている৔߹͸ఀ͠ࢭ て͘ ͩ͞ いɻ

৯඼にはフタをしたΓ
ラοϓをしましΐうɻ

ϖοトも԰内に
ೖれましΐうɻ

外͔Βͬؼて͖た人は
΍खを洗いɺҥ෰をإ
ணସえましΐう（ணସえ
たҥ෰はϏχールା౳
にೖれてอ管します）ɻ

気ઔなͲɺ外のۭ気׵
の出ೖΓޱもดじましΐ
うɻ※

広ใंɺ๷災ߦ੓ແ線ɺラ
ジオɺςレϏなͲで新しくਖ਼
確な৘ใを଴ まͪしΐうɻ

ドア΍૭を全෦ดΊましΐうɻ
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【
避
難
】

い
ざ
!
と
い
う
時
の
た
め
に

「ආ೉」͕ ඞ要なͱきは、ࢢொଜから、ํ ๏、ආ೉ର
象஍Ҭٴͼආ೉ઌ͕ࢦ さࣔΕますから、಺༰をΑ͘
֬ೝし、མͪணいてߦಈして͘ さͩい。

電気のブレーカーをམとしɺΨスのݩ
ખなͲをดΊましΐうɻ

૭΍ドアに๨れͣݤを͔ けてආ難しま
しΐうɻ

内෦被ばくを๷͙ たΊマスΫɺ๧子ɺレ
インίートなͲでɺൽ;の࿐出を少なく
しましΐうɻ

となΓۙ所に੠を͔ けɺॿけ߹いなが
Βආ難しましΐうɻ

࣋ͪ物は࠷খ限にしɺو重඼・ༀなͲ
は๨れないようにしましΐうɻ

ʲ֬ೝ͢΂͖಺༰ʳ
1.    Ͳの区域の人が対象͔
2.    Ͳのආ難所へߦくの͔ɺまた 

 はɺいつͲ͜ へ集まͬ てɺͲ͜ へ 
 ආ難するの͔

3.    Ҡ動खஈはԿ  ͔ なͲ

ंでආ難する৔߹ɺආ難ઌ΍ルートɺ
ආ難ୀ域時ࠪݕ৔所の৘ใをまͣ
確ೝしɺ೦のたΊマスΫをして૭をด
Ίɺエアίンはࣨ内Ϟードにしましΐうɻ
また日͝ Ζ Β͔Ψソリンの఺ݕも๨れ
ͣにɻ
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【
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
】

い
ざ
!
と
い
う
時
の
た
め
に

ɹ原子力施設での事故௚ޙに放出される放射性Ϥウૉを਎体
にऔΓࠐΉとߕ状થに集まΓɺߕ状થがんを発঱さͤ るお れͦが͋
Γますɻ安定Ϥウૉࡎをద੾なタイミンάで෰༻する͜ とによΓɺߕ
状થがんの発঱を低ݮさͤ る͜ とがで͖ ますɻし し͔ɺ安定Ϥウૉ
は放射線被ばくに対するສ能ༀではなくɺ外෦被ばく΍ଞの放ࡎ
射性物質に汚染されたҿ৯物をઁऔした৔߹なͲにはޮՌが͋
Γまͤ んɻ
ɹ安定Ϥウૉࡎはɺ放射性物質の放出前に原ଇଈ時ආ難する
PA;（⾣P.45ʙ46）の方にはɺ事前に配෍しますɻまた放射性物
質の放出時に԰内ୀආを実施してɺͦ のޙɺۭ 間放射線量率౳
にԠじてɺආ難΍一時Ҡ転をߦう6P;（⾣P.45ʙ46）の方にはɺ
ඞ要時にݝ΍ࢢொଜが配෍しますɻ
ɹ事前に配෍した安定Ϥウૉࡎはظ༺࢖限（ؙࡎは੡଄ Β͔5
年ɺθリーࡎは੡଄ Β͔3年）͝とに更新がඞ要ですɻなおɺ安定Ϥ
ウૉࡎの෰༻に た͋ͬ てはɺ3ࡀ未満はθリーࡎをɺ3ࡀҎ上はؙ
を෰༻しますɻ（難な人は内෰ӷࠔの෰༻がࡎؙ）ࡎ

安ఆϤ΢ૉࡎは、ඞͣ֐ࡂରࡦ本෦のࣔࢦʹ
ै てͬ෰用して͘ さͩい。
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【
避
難
退
域
時
検
査
】

い
ざ
!
と
い
う
時
の
た
め
に

ɹ「ආ難ୀ域時ࠪݕ」はɺ̪̥̯（⾣P.45ʙ46）におॅまいの方
が一時Ҡ転なͲをߦう際ɺආ難ܦ࿏上で放射性物質がं྆΍ҥ
෰なͲに෇ணしていない͔ௐ΂るࠪݕですɻ
ɹආ難ઌ受ೖଆの安全・安心のたΊɺ汚染の֦大๷ࢭの؍఺͔
Βɺඞͣࠪݕを受け「ূࡁࠪݕ」を受けऔ たͬޙにආ難所౳へ޲
͔いますɻ
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ͷྲྀΕࠪݕ

Λड͚औΓɺূࡁࠪݕ
ආ೉ઌ΁

ήートܕϞχタによるं྆ࠪݕ ॅຽࠪݕ

४஋௒աج

४஋௒աج

४஋௒աج

४஋௒աج

४஋ҎԼج

४஋ҎԼج

४஋ҎԼج

基
準
値
以
下

ं྆�‎��Ұ࣌อ؅৔ॴ΁ཹஔ͠ɺ৐һͷํ͸�
όε౳Ͱආ೉ॴ΁͍͔޲·͢ɻ

৐һ�‎��原子力ڌ֐ࡂ఺පӃ౳΁ൖૹ͠·͢ɻ

؆қআછ・ࠪݕ࠶
ं྆�‎��১͖औΓ�

（ೞΒ͠ ͨ�
΢Τε౳）

৐һ�‎��১͖औΓɺ�
୤ҥ

৐һͷશһʹ
ରͯࠪ͠ݕ

৐һͷ୅දऀʹ
ରͯࠪ͠ݕ

ήʔτܕϞχλ౳ʹΑΓं྆Λࠪݕ
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˞  Ұ࣌ҠసなͲの͕ࣔࢦग़るの͸ɺۭ ؒ放射線ྔ཰͕Ұఆ஋Λ௒͑ͨ ஍ҬとなΓま͢ ɻ
˞ Ͳの஍Ҭ Ͳ͕͜ でࠪݕΛ͏ߦ ͔͸ɺٞڠࡏݱதで͢ɻ

①常磐道友部サービスエリア

1笠間市岩間海洋センター

2常磐道美野里パーキングエリア

3県農業総合センター

②常磐道中郷サービスエリア

4高萩市民球場

5高萩市リサイクルセンター

6サンスポーツランド高萩

③北関東道笠間パーキングエリア

7県立笠間高等学校

8笠間芸術の森公園東駐車場

9笠間市総合公園

④高萩市立高萩中学校

⑤県立高萩清松高等学校

⑥県立茨城東高等学校

⑦旧笠間市役所

⑧鹿島灘海浜公園

�鉾田市大洋運動場

�大竹海岸駐車場

⑨大宮運動公園

⑩大子合同庁舎

⑪大子町中央公民館

⑫常陸大宮市御前山支所

⑬道の駅みわ

�物産センターかざぐるま

⑭常陸大宮市美和支所

⑮里美ふれあい館

�里美文化センター

⑯高萩ユーフィールド（旧高萩市立君田小中学校）

⑰袋田の滝第二駐車場

⑱城里町衛生センター・物産センター山桜

⑲県立消防学校

⑳県立鉾田農業高等学校

㉑鉾田合同庁舎
�県立鉾田第一高等学校

㉒空のえき　そ・ら・ら
�水郷県民の森

（����೥�݄��೔ࡏݱ）

メイン検査場所 サブ検査場所

৔ॴࠪݕ
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原子力࣌֐ࡂҩྍ׆ಈ

ආ難所・原子力事業所

཮࿏
ۭ࿏

ؔػྗڠҩྍ֐ࡂྗࢠݪ

఺පӃڌ֐ࡂྗࢠݪ

ԉηϯλʔࢧ౓ඃ͹͘ҩྍߴ

தԝපӃཱݝ
（放射線ࠪݕセンター）

ਫށҩྍセンター

放射線ҩֶ૯߹研究所 福島ཱݝҩՊ大ֶ

ஜ೾大ֶෟଐපӃ

ͻたͪ な͔ ・
東ւ広域
ফ๷本෦

日ཱࢢ
ফ๷本෦

ਫࢢށ
ফ๷本෦

ԉࢧ
ԉࢧ ԉࢧ

˓ॿݴ・ઐ໳Ոの೿ݣ
⿠਍断・࣏ ྍ方਑
⿠֩छ分ੳɺ線量評価
⿠ࢼ料ɺݕ体のอ管ɺࠪݕ

大洗ொ
ফ๷本෦

๷災ϔリݝ

ҵ৓東පӃ 日ཱ૯߹පӃ පӃࠜכ࣊ٱ 大洗ւ؛පӃਫށ੺ेࣈපӃ

ϔリ
ϙʔτ

ϔリ
ϙʔτ

ϔリ
ϙʔτ

ϔリ
ϙʔτ

ϔリ
ϙʔτ

ϔリ
ϙʔτ

ϔリ
ϙʔτ

日ཱࢢ
ফ๷本෦
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˔ 原子力災֐が発生した原子力施設΍ٸۓ時に設ஔされるٹ
の਍断ɺ放射性物質による汚染のଌ定（スΫٸ所ではɺԠޢ
リーχンά）ɺ؆қ除染なͲがߦわれますɻ

˔ 体ௐがࢥわしくな͔ たͬΓɺෛ傷なͲをした人には健康相ஊ΍Ԡ
われますɻߦख当がすΈ΍͔にٸ
 ̝また地域の原子力災֐ҩྍڠ力機関΍ɺ原子力災ڌ֐఺ප
Ӄで る͋ಠཱߦ੓法人ཱࠃපӃ機構ਫށҩྍセンター΍ݝ
ཱதԝපӃɺཱࠃ大ֶ法人ஜ೾大ֶෟଐපӃにҠૹしɺ਍
ྍをߦいますɻ
 ̝さΒにઐ໳的な਍ྍがඞ要なと͖ はɺ福島ཱݝҩՊ大 （ֶ福
島ݝ福島ࢢ）ɺ量子Պֶٕज़研究開発機構放射線ҩֶ૯߹
研究所（ઍ༿ݝઍ༿ࢢ）にҠૹし࣏ྍをߦいますɻ

をத৺ͱしたಛผのؔػ಺のҩྍݝはʹ࣌ٸۓ
ҩྍମ੍͕૊৫さΕ、ҩྍޢٹʹ た͋Γます。
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